【微細セルで必要となる“低複屈折”】
　過去のセミナー等で何度か説明している様に、携帯電話やDSCで一般的に使用されているF2.8のレンズでは、e線（546nm Green）で1.86μmが回折限界となる。つまり、これ以下のサイズのCellでは、理想的に設計されたレンズでもコントラストは100%確保できないことを意味する。一方、人間の目の解像力はコントラスト10%あれば明暗のペアと認知できる能力があると言われている。

　また、昨今、特に携帯電話用のカメラモジュールでは、低背化が強く要望されている。特にフロント側に装着されるSub-Cameraでは液晶パネルの薄型化に伴い、低背化要求が

益々厳しくなっている。Main-CameraはSub-Cameraほど厳しくはないが、それでも低背化は同様な要望事項である。低背化を実現する為には、様々なレンズ設計の工夫が必要であるが、低コストを実現するためレンズ枚数が少ない携帯電話用カメラモジュールでは、どうしても収差の悪化は避けられない。よって、微細セルでは、理想的な状態でもコントラストが100%取れないことに加え、低背化を実現するために止むを得ず発生する収差によりコントラストはさらに悪化する傾向にある。
　加えて、樹脂レンズでは樹脂固有の複屈折に加え加工時の応力複屈折、ガラスモールドでも加工時の応力複屈折が生じ、コントラストはさらに悪化する状況となる。

　「回折限界」はいかんともしがたい理論であるが、低背化に伴う収差の悪化はレンズ枚数を増やす等で改善可能である。勿論、コストアップをしてはならないので、より廉価なレンズが開発されることが前提となる。一方、複屈折は材料の特性・加工方法による複屈折の発生メカニズム等を理解し、材質・製法を選択すれば「複屈折の低いレンズ」を作ることは可能である。複屈折については「ガラスモールドレンズ」妄信の感もあるが、携帯電話に使用されているガラスモールドレンズの複屈折はリフロー用で開発された樹脂と同等、あるいは若干悪く、ガラスだから良い、という論理は成立しないようである。

　何れにしても、従来あまり話題にならなかった複屈折が1.86μm以下のセルでは重要な特性となり、その影響はセルサイズの縮小に伴い、益々重要度を増す。よって、今後はこれらの特性を定量的に測定し、最適な材料選択、製法選択を論理的に行っていく必要があるのではないか、と考える。
